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『
副
言
巻
』
は
上
演

さ
れ
た
の
か
？

橋
場
　
夕
佳

『
副
言
巻
』
は
、
十
五
代
観
世
大

夫
元
章
（
享
保
七
年
﹇
一
七
二
二
﹈

〜
安
永
三
年
﹇
一
七
七
四
﹈）
が
中

心
と
な
っ
て
、
明
和
二
年
（
一
七
六

五
）
六
月
に
刊
行
さ
れ
た
謡
本
（
所

謂
「
明
和
改
正
謡
本
」
）
に
伴
い
、

「
明
和
の
改
正
」
の
一
環
と
し
て
新

た
に
制
定
さ
れ
た
間
狂
言
台
本
（
ワ

キ
の
セ
リ
フ
な
ど
も
含
む
）
で
あ
る
。

『
副
言
巻
』
は
、
明
和
本
同
様
に
、

田
安
家
に
お
け
る
学
問
研
究
の
成
果

を
反
映
し
た
考
証
的
側
面
を
持
つ
一

方
で
、
間
ノ
段
が
能
の
前
場
と
後
場

を
つ
な
ぐ
場
面
と
し
て
機
能
す
る
こ

と
を
よ
り
意
識
し
た
構
成
も
そ
の
特

徴
で
あ
る
と
言
え
る
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
こ

の
『
副
言
巻
』
に
沿
っ
て
実
際
に
上

演
さ
れ
た
か
否
か
と
い
う
問
題
で
あ

る
。
同
問
題
に
つ
い
て
、
表
章
氏
は

以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（
注
１
）。

す
な
わ
ち
、「
座
と
し
て
の
ま
と
ま

り
よ
り
は
各
役
の
流
儀
の
主
張
が
優

先
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
当
時
の

能
界
の
状
況
」
や
、
同
書
の
流
布
の

狭
さ
か
ら
推
定
さ
れ
る
「
明
和
本
廃

止
の
直
前
の
刊
行
だ
っ
た
可
能
性
」

の
高
さ
に
鑑
み
て
、『
副
言
巻
』
に

よ
っ
て
「
実
演
さ
れ
た
可
能
性
は
極

め
て
低
い
」
と
結
論
づ
け
て
お
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
結
論
か
ら
言
う
と
、

筆
者
は
『
副
言
巻
』
に
よ
る
上
演
の

可
能
性
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
ず
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
次
の

賀
茂
真
淵
書
簡
（
注
２
）
（「
植
田
七

三
郎
宛
」
明
和
五
年
）
で
あ
る
。

一
、
謡
の
文
句
改
候
事
は
、
拙
者
か

ま
は
ず
候
。
…〈
中
略
〉…
か
ゝ
る

俗
事
は
と
て
も
か
く
て
も
有
べ
き

物
也
。
狂
言
人
の
い
ふ
か
た
り
な

ど
は
よ
く
な
か
り
し
を
、
よ
ほ
ど

よ
く
成
候
也
。
惣
て
の
舞
か
け
り

な
ど
の
所
々
も
多
く
な
ほ
り
し

也
。
高
砂
は
八
段
の
舞
に
成
た
り
。

ふ
る
く
は
八
段
有
し
と
い
へ
り
。

右
の
書
簡
の
「
狂
言
人
の
い
ふ
か

た
り
」
は
ア
イ
語
リ
の
こ
と
を
指
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
後
に

「
惣
て
の
舞
か
け
り
な
ど
の
所
々
も

多
く
な
ほ
り
し
也
」
な
ど
と
実
際
の

演
能
に
接
し
た
感
想
が
続
く
こ
と
か

ら
も
、『
副
言
巻
』
の
詞
章
に
よ
っ

て
上
演
さ
れ
た
ア
イ
語
リ
が
従
来
の

ア
イ
語
リ
よ
り
も
よ
く
な
っ
た
こ
と

を
述
べ
て
い
る
と
も
解
し
得
る
だ
ろ

う
。
表
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

『
副
言
巻
』
の
流
布
の
狭
さ
は
、
明

和
本
廃
止
直
前
の
刊
行
を
示
す
事
象

で
あ
る
に
せ
よ
、
少
な
く
と
も
明
和

五
年
の
時
点
で
、
新
た
な
ア
イ
の
セ

リ
フ
の
制
定
と
そ
れ
に
よ
る
上
演
の

試
み
が
成
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
否

定
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

（
注
３
）。

ま
た
、
観
世
文
庫
蔵
『
雲
林
院
間

鉢
鳴
』（
注
４
）
の
内
容
も
、『
副
言
巻
』

に
沿
っ
た
上
演
が
成
さ
れ
て
い
た
と

の
推
論
を
補
強
し
得
る
資
料
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
『
雲
林
院
間
鉢
鳴
』

は
『
副
言
巻
』
第
十
一
（
観
世
文

庫
・
鴻
山
文
庫
蔵
）
所
収
の
〈
雲
林

院
〉
の
替
間
「
鉢
鳴
」
と
同
文
で
あ

る
が
、
舞
台
上
の
動
き
を
指
示
す
る

「
型
付
」
や
囃
子
事
に
つ
い
て
注
記

し
、
末
尾
に
装
束
附
を
付
す
。
型
付

中
に
小
鼓
を
「
肩
鼓
」
と
表
記
す
る

こ
と
や
末
尾
の
装
束
附
の
「
俳
袴
」

と
い
っ
た
用
字
か
ら
、
注
記
さ
れ
た

型
付
及
び
末
尾
に
付
さ
れ
た
装
束
附

は
元
章
自
身
に
よ
る
も
の
か
、
も
し

く
は
、
元
章
に
よ
る
演
出
の
影
響
を

受
け
た
内
容
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。『
副
言
巻
』
の
本
文
が
演
出
に

関
す
る
注
記
を
持
つ
こ
と
が
、
即
時

に
『
副
言
巻
』
が
上
演
台
本
と
し
て

使
わ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
明
に
は
な

ら
な
い
が
、
上
演
を
前
提
と
し
た
具

体
的
な
演
出
記
事
の
存
在
は
、『
副

言
巻
』
に
よ
る
上
演
の
可
能
性
を
高

め
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

た
だ
し
、
明
和
本
が
施
行
さ
れ
た

期
間
に
お
け
る
観
世
流
の
上
演
に
、

『
副
言
巻
』
の
詞
章
や
演
出
が
必
ず

用
い
ら
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
例

え
ば
田
安
家
に
お
け
る
演
能
な
ど
、

限
定
的
な
場
に
お
い
て
の
み
用
い
ら

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
な
ど
、
検

討
す
べ
き
問
題
は
残
さ
れ
て
い
る
。

（
注
１
）
表
章
『
能
楽
研
究
講
義
録
』（
笠

間
書
院
。
平
成
22
年
）
に
拠
る
。

（
注
２
）
久
松
潜
一
・
監
修
『
賀
茂
真
淵
全
集
』

第
二
十
三
巻
（
続
群
書
類
従
完
成
会
。

平
成
４
年
）

（
注
３
）
平
成
23
年
３
月
六
麓
会
例
会
報
告

に
お
い
て
、
賀
茂
真
淵
書
簡
の
当
該
部
分

を
『
副
言
巻
』
上
演
の
根
拠
と
は
な
し
得

な
い
と
の
ご
指
摘
を
頂
戴
し
た
。
そ
れ
を

踏
ま
え
、
今
後
同
資
料
の
扱
い
に
つ
い
て

は
再
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
注
４
）
資
料
の
閲
覧
は
「
観
世
ア
ー
カ
イ
ブ
」

（http://gazo.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/kan

zegazo/gaiyo.htm
l

）
に
拠
っ
た
。

川
崎
千
虎
と
明
治
初
期
の
能

佐
藤
　
和
道

演
劇
博
物
館
安
田
文
庫
に
所
蔵
さ

れ
る
『
宝
生
流
作
り
物
之
記
』（

11

―417

）
及
び
、『
明
治
初
年
頃
京

名
古
屋
等
諸
家
能
番
組
』（

11

―

620/619

）
は
、
名
古
屋
出
身
の
絵

師
川
崎
千
虎
の
編
と
伝
え
ら
れ
る
。

前
者
は
、
宝
生
流
九
十
曲
の
作
り
物

を
図
入
り
で
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
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一
　
文
久
二
戌
十
一
月
廿
日
出
格
之

思
召
を
以
世
禄
高
五
十
俵
ニ
御
加

増
被
成
候

一
　
同
三
亥
八
月
十
五
日
大
御
番
組

被
　
仰
付

一
　
元
治
元
子
七
月
五
日
願
之
通
大

御
番
組
御
免
馬
廻
組
　
被
仰
付

一
　
同
年
九
月
十
二
日
別
手
形
可
相

勤
候

一
　
同
二
丑
二
月
廿
五
日
大
御
番
組

被
　
仰
付

一
　
慶
応
二
寅
十
月
廿
九
日
別
手
形

大
御
番
組
被
　
仰
付

一
　
明
治
二
巳
正
月
十
八
日
神
祇
参

知
補
申
付
候
様
ニ
与
之
御
事
候

一
　
同
日
神
社
改
訂
御
用
聞
引
請
可

取
扱
旨

一
　
同
年
十
二
月
十
九
日
職
制
御
改

ニ
付
職
務
御
免
被
遊
候

一
方
『
古
今
中
京
画
談
』（
田
部
井
竹

香
著
・
一
九
一
一
年
）
は
父
の
六
之
丞

（
六
之
と
も
）
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

六
之
頗
る
多
能
に
し
て
、
猪
谷
流
の

剱
術
、
新
心
院
の
居
相
、
転
心
流
の
組

討
等
の
奥
秘
を
極
め
、
又
同
藩
五
味
藤

六
に
随
ひ
、
武
家
の
故
実
を
伝
ふ
、
而

し
て
其
の
遊
芸
に
至
り
て
は
、
宝
生
流

の
謡
曲
を
好
み
、千
家
の
茶
道
を
嗜
み
、

浮
世
絵
を
沼
田
月
斎
に
学
ぶ
、
月
斎
二

代
哥
政
と
称
ふ
る
を
以
て
一
字
を
分
与

せ
ら
れ
て
、
美
政
と
称
す
、
其
の
画
敢

て
妙
手
と
い
ふ
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
亦
以

後
者
は
明
治
初
年
頃
と
み
ら
れ
る
名
古

屋
・
京
都
の
能
番
組
百
点
余
を
貼
り
交
ぜ

た
も
の
で
あ
る
。
千
虎
は
、
故
実
家
・
日

本
画
家
と
し
て
著
名
な
人
物
で
あ
る
が
、

能
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多

か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
両
者
の
接

点
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。

『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
・
一

九
八
三
年
）
に
よ
る
と
、
千
虎
は
天
保
七

年
（
一
八
三
六
）
十
二
月
二
日
に
尾
張
藩

士
川
崎
六
之
丞
の
子
と
し
て
生
ま
れ
（
通

称
源
六
・
鞆
太
郎
）、
四
条
派
の
沼
田
月

斎
に
画
を
学
ん
だ
後
、
京
都
に
出
て
土
佐

光
文
（
土
佐
本
家
、
絵
所
預
）
門
下
と
な

っ
て
禁
裏
仙
洞
御
所
御
用
を
つ
と
め
た
。

さ
ら
に
明
治
十
一
年
に
上
京
し
て
大
蔵
省

商
務
局
に
奉
職
、
明
治
十
五
年
の
第
一
回

内
国
絵
画
共
進
会
に
出
品
し
た
「
佐
々
木

高
綱
被
甲
図
」
に
て
、
歴
史
故
実
画
家
と

し
て
の
評
価
を
高
め
、
後
に
東
京
美
術
学

校
教
授
等
を
歴
任
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の

出
自
に
つ
い
て
は
、『
藩
士
名
寄
』（
徳
川

林
政
史
研
究
所
蔵
）
に
詳
し
い
。

川
崎
源
六

五
十
俵

三
十
俵

文
久
三
亥
七
月
八
日
　
鞆
太
郎

慶
応
二
寅
四
月
十
二
日
　
六
蔵

慶
応
三
卯
八
月
十
一
日
　
鞆ト
モ

太
郎

一
　
安
政
七
申
三
月
八
日
　
御
目
見

よ
り
六
之
丞
儀
願
之
通
隠
居
被

仰
付
家
督
御
切
米
無
相
違
被
下
置

小
普
請
組
被
　
仰
付
。

て
其
の
筆
法
の
師
伝
あ
る
を
観
る
に
足

る
べ
し
。

こ
れ
に
よ
る
と
父
六
之
は
浮
世
絵
の

ほ
か
宝
生
流
の
謡
曲
を
嗜
ん
で
い
た
ら

し
く
、
千
虎
が
そ
の
影
響
を
受
け
、
絵

画
や
能
に
親
し
ん
で
い
た
可
能
性
は
高

い
。『
宝
生
流
作
り
物
之
記
』
が
奥
書
か

ら
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
の
著
作
で

あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
家
督
相
続
以

前
の
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
能
や
絵
に

習
熟
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、『
明
治
初
年
頃
京
名
古
屋
等
諸

家
能
番
組
』
に
は
、
千
虎
が
関
わ
っ
た

と
思
し
き
明
治
十
年
以
前
の
能
番
組
が

多
数
見
え
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
か
な

り
熱
心
に
能
と
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た

こ
と
が
窺
え
る
。
同
書
掲
載
の
番
組
を

以
下
に
掲
げ
る
（
近
接
す
る
番
組
は
纏

め
て
記
し
た
）。

（
１
）
明
治
四
年
二
月
廿
八
日
・
三
月
朔

日
大
野
（
藤
五
郎
）
能
組

（
２
）
十
月
十
七
日
・
十
一
月
三
日
野
村

（
三
次
郎
）
能
組

（
３
）
十
一
月
十
一
・
十
二
日
竹
内
（
達

三
郎
）
能
組

（
４
）
十
一
月
十
六
日
（
片
山
九
郎
三
郎

か
）
能
組

（
５
）
十
一
月
廿
日
野
村
能
組

（
６
）
五
月
廿
七
日
野
村
稽
古
能
組

（
７
）
八
月
九
・
十
日
野
村
能
組

（
８
）
八
月
廿
二
・
廿
四
日
片
山
能
・
囃

子
組

（
９
）
八
月
廿
七
日
竹
内
能
組

（
10
）
九
月
十
一
日
野
村
能
組

（
11
）
九
月
十
三
日
片
山
能
組
（
中
野
小

三
郎
職
分
披
露
）

（
12
）
九
月
廿
日
野
村
能
組
（
先
代
寺
田

左
門
治
追
善
）

（
13
）
九
月
廿
三
日
（
片
山
一
改
名
披
露
）

（
14
）
十
月
三
日
片
山
能
組
（
山
本
市
太

郎
先
代
追
善
）

（
15
）
十
月
五
日
三
十
三
間
堂
芝
奉
納
能

組

（
16
）
十
月
七
日
野
村
能
組

（
17
）
十
月
九
日
片
山
能
組

（
18
）
十
月
十
一
日
正
阿
弥
追
善
狂
言
組

（
19
）
十
月
十
五
・
十
六
日
今
宮
御
旅
所

奉
納
能
組

（
20
）
十
月
廿
一
・
廿
三
日
片
山
能
組

（
21
）
十
一
月
十
一
・
十
二
日
竹
内
能
・

囃
子
組

（
22
）
二
月
廿
三
日
（
野
村
か
）
能
組

（
23
）（
明
治
元
か
）
閏
四
月
廿
一
・
廿

六
日
片
山
能
・
囃
子
組

（
24
）
五
月
廿
一
日
野
村
能
組

（
25
）
明
治
四
年
三
月
廿
一
・
廿
二
日
大

野
能
組

（
26
）
明
治
四
年
四
月
廿
一
日
・
廿
二
日

大
野
能
組（
二
七
・
二
九
に
延
期
か
）

（
27
）
明
治
四
年
五
月
六
日
・
七
日
大
野

能
組
　
　

（
28
）
明
治
四
年
五
月
十
一
・
十
二
日

早
川
能
・
狂
言
組

（
29
）
明
治
四
年
八
月
廿
・
廿
一
日
　
早

川
能
組

（
30
）
九
月
廿
三
日
於
神
明
社
能
組
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随
念
寺
能
組

（
35
）
明
治
四
年
従
十
月
五
日
三
日
之
間

早
川
能
組

（
36
）
明
治
四
年
十
月
十
三
日
早
川
能
組

（
37
）
霜
月
早
川
囃
子
狂
言
組

（
38
）
明
治
五
年
十
一
月
二
十
一
・
廿

二
・
廿
六
日
大
野
能
組

（
39
）
明
治
六
年
二
月
十
六
日
野
村
囃
子

組

（
40
）
明
治
六
年
三
月
十
・
十
一
日
・
十

二
日
・
二
十
日
・
二
十
一
日
・
廿
二

日
大
野
追
善
能
組

（
41
）
明
治
七
年
三
月
十
六
・
十
七
日
早

川
能
・
狂
言
組

（
42
）
明
治
六
年
四
月
二
十
一
・
廿
六
・

五
月
一
日
大
野
能
組

（
43
）
明
治
七
年
十
一
月
六
・
七
・
八
日

早
川
能
狂
言
囃
子
組

（
44
）（
明
治
十
年
？
）
十
月
十
九
日
大

野
能
組

（
45
）
明
治
四
年
十
月
朔
日
・
二
日
早
川

能
・
狂
言
組

（
46
）（
明
治
五
年
）
二
月
朔
日
・
二
日

九
条
家
奥
舞
台
能
組

（
47
）
二
月
十
日
・
十
一
日
九
条
家
奥
舞

台
能
組

（
48
）（
明
治
五
年
）
四
月
西
京
博
覧
会

興
行
安
井
社
内
能
組
十
四
番

（
49
）
明
治
五
年
四
月
廿
六
・
廿
七
日
大

野
能
組

（
50
）
明
治
五
年
五
月
朔
日
・
二
日
大
野

能
組

（
51
）
明
治
五
年
六
月
七
日
・
八
日
安
海

能
〈
高
砂
〉

シ
テ

土
屋
喜
一
郎
ツ
レ

渥
美
銀
四
郎
ワ
キ

杉
山
可
也
・
鈴
木

勘
三
郎
・
小
嶋
常
次
郎
笛

楚
見
田
新

六
郎
小

安
井
八
郎
九
大

鷲
見
庄
太
郎
太

飯
尾
蘇
平
間

木
村
喜
太
郎

能
〈
八
島
〉

シ
テ

田
中
弥
太
郎
ツ
レ

喜

一
郎
ワ
キ

上
原
光
雄
笛

佐
藤
善
六
郎
小

関
竹
三
郎
大

島
田
伝
八
郎
間
那
須

本
多

孫
三

能
〈
熊
野
〉

シ
テ

渥
美
銀
四
郎
ツ
レ

喜
一
郎
ワ
キ

鈴
木
九
兵
衛
・
常
次
郎
笛

善
六
郎
小

石
田
縫
五
郎
大

庄
太
郎

能
〈
鵺
〉

シ
テ

土
屋
喜
一
郎
ワ
キ

杉

山
可
也
笛

新
六
郎
小

大
河
春
三
郎
大

伝

八
郎
太

金
山
弥
市
間

夏
目
半
平

能
〈
葵
上
梓
之
出

〉

シ
テ

窪
一
郎
ツ
レ

銀
四
郎
ワ
キ

鈴
木
九
兵
衛
・
可
也
笛

新

六
郎
小

藤
井
徳
三
郎
大

庄
太
郎
太

蘇
平

間

本
多
孫
三

能
〈
猩
々
〉
シ
テ

伊
達
高
三
ワ
キ

鈴
木

勘
三
郎
笛

新
六
郎
小

水
野
直
六
大

伝
八

郎
太

蘇
平

昆
布
売
　
夏
目
半
平

鐘
の
音
　
本
多
孫
三

井
杭
　
木
村
源
治

貰
聟
　
木
村
喜
太
郎

（
31
）
明
治
五
年
八
月
十
三
日
三
州
新
城

神
事
能
組

（
32
）
明
治
五
年
八
月
十
七
・
十
八
・

廿
・
廿
一
・
廿
二
日
早
川
能
組

（
33
）
八
月
廿
一
・
廿
二
・
廿
三
日
室
町

野
村
宅
能
組

（
34
）
明
治
四
年
九
月
朔
日
・
二
日
岡
崎

熊
野
神
社
祭
礼
能

右
の
う
ち
東
海
地
方
に
お
け
る
演
能
は
、

『
近
代
名
古
屋
の
能
楽
を
支
え
た
人
々
』（
筧

鉱
一
・
飯
塚
恵
理
人
編
・
二
〇
〇
一
年
）

に
よ
っ
て
上
演
年
が
判
明
す
る
（
な
お

（
30
）
は
東
海
地
方
で
の
演
能
（
安
海
熊

野
神
社
か
）
と
思
わ
れ
る
が
、
同
書
未
掲

載
の
た
め
詳
細
を
載
せ
た
）。
中
で
も
明

治
四
年
の
大
野
藤
五
郎
関
係
の
番
組
に
は
、

出
演
者
の
中
に
千
虎
の
名
が
見
え
て
い
る
。

（
25
）
三
月
二
十
一
日
　
能
〈
野
守
〉

シ
テ

川
崎
千
虎
ワ
キ

安
藤
清
之
助
笛

森
藤
八
小

坂

巻
市
右
衛
門
大

白
木
理
三
郎
太

松
田
斧
助

（
25
）
三
月
二
十
二
日
　
能
〈
志
賀
〉

シ
テ

内
田
雨
耕
ツ
レ

川
崎
千
虎
ワ
キ

加
藤
十
郎
笛

藤
田
理
三
郎
小

加
納
冨
三
郎
大

島
田
釜
太

郎
太

勅
使
河
原
為
三
郎
間

磯
部
三
段
治

（
28
）
五
月
十
一
日
　
舞
囃
子
〈
野
宮
〉

シ
テ

靹
千
虎
笛

藤
田
理
三
郎
小

服
部
宗
三
郎

大

渡
会
斎
太

飯
田
林
右
衛
門

ま
た
『
近
代
名
古
屋
の
能
楽
を
支
え

た
人
々
』
に
は
、
さ
ら
に
二
つ
の
出
演

履
歴
が
確
認
で
き
る
。

○
明
治
四
年
六
月
十
一
日
　
大
野
藤
五
郎

宅
打
田
雨
耕
望
月
仕
直
し
袴
能

舞
囃
子
〈
巻
絹
〉

シ
テ

川
崎
靹
太
郎

一
調
〈
須
磨
源
氏
〉

小

加
納
富
三
郎
謡

石
原
欣
之
丞
・
川
崎
靹
太
郎

仕
舞
　
曲
名
不
記
　
シ
テ

川
崎
靹
太
郎

○
明
治
四
年
一
〇
月
二
日
　
早
川
舞
台

山
脇
伊
津
美
催
能

能
〈
舎
利
〉

シ
テ

靹
千
虎
ワ
キ

西
村
大
蔵

笛

山
本
【
金
に
朔
】
次
郎
小

鈴
木
達
蔵
大

立

花
一
枝
太

鬼
頭
為
三
郎
　

（
鶴
舞
図
書
館
蔵
『
片
岡
喜
平
治
覚
帳
日

記
』
に
拠
る
。
な
お
右
の
一
調
・
仕
舞
に

つ
い
て
は
、
原
本
に
は
「
加
納
富
三
郎
一

調
　
地
両
人
／
須
磨
源
氏
　
石
原
欣
之

丞
／
仕
舞
　
川
崎
鞆
太
郎
」
と
記
さ
れ
、

実
際
に
は
千
虎
が
一
調
と
仕
舞
の
ど
ち
ら

に
出
演
し
た
の
か
判
然
と
し
な
い
。
ま
た

（
36
）
大
野
藤
五
郎
〈
蝉
丸
〉
の
ツ
レ
中

川
六
太
郎
に
は
「
川
崎
千
虎
歟
」
と
の
注

記
が
あ
る
。）

千
虎
が
出
演
し
て
い
る
番
組
は
、
い
ず

れ
も
宝
生
流
の
抱
役
者
、
大
野
藤
五
郎
に

関
連
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
千
虎

は
大
野
の
弟
子
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高

い
。
一
方
、
京
都
で
の
演
能
は
観
世
流
の

片
山
・
金
剛
流
の
野
村
・
喜
多
流
の
竹
内

ら
禁
裏
御
用
役
者
の
演
能
で
あ
る
。
恐
ら

く
千
虎
自
身
が
披
見
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
が
、
師
の
土
佐
光
文
に
会
う
た
め
に
頻

繁
に
京
都
を
訪
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
以
上
の
こ
と
か
ら
千
虎
は
、
父
の

影
響
か
ら
若
年
期
よ
り
宝
生
流
の
謡
曲
に

親
し
み
、
明
治
期
に
は
シ
テ
や
ツ
レ
を
演

じ
る
ほ
ど
に
熟
達
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
そ
う
し
た
能
へ
の
造
詣
か
ら
、『
宝

生
流
作
り
物
之
記
』
や
『
明
治
初
年
頃
京

名
古
屋
等
諸
家
能
番
組
』
等
を
残
す
に
至

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
演
劇
博
物
館

蔵
『
故
実
式
三
番
手
数
』（

10

―143

）

も
千
虎
の
編
で
あ
る
が
、
同
書
は
能
と
は

無
関
係
の
書
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
扱

わ
な
か
っ
た
。

ヌ
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『
武
鑑
』
記
載
の
居
所

元
休
家
の
居
所
に
つ
い
て
『
武
鑑
』
に

は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
〜
明
和
八
年

（
一
七
七
一
）

弥
左
衛
門
町

明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
〜
天
明
七
年

（
一
七
八
七
）

（
大
野
出
目
の
み

で
元
休
家
の
記
載
は
な
い
）

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
〜
文
化
十
二

年（
一
八
一
五
）
京
橋
銀
座
四
丁
目
　

文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
〜
幕
末
ま

で
　
八
丁
堀
坂
本
町
二
丁
目

弥
左
衛
門
町
、
京
橋
銀
座
四
丁
目
、
八

丁
堀
坂
本
町
二
丁
目
は
い
ず
れ
も
銀
座
の

周
辺
で
あ
る
。

安
證
寺
蔵
出
目
満
光
書
状
の
居
所

安
證
寺
（
福
井
県
越
前
市
妙
法
寺
町
一

四
―
四
一
）
に
出
目
満
光
か
ら
の
書
状

（
注
２
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。

寺
伝
に
よ
れ
ば
こ
の
寺
は
三
光
坊
の
弟

の
千
秋
伊
予
守
頼
吉
が
天
台
宗
の
寺
を
真

宗
に
宗
旨
替
え
し
て
開
基
し
た
寺
と
あ
り
、

ま
た
、
満
守
著
『
仮
面
譜
』（
注
３
）
に
は

源
次
郎
満
吉
の
項
に
「
越
前
府
中
妙
法
寺

村
西
本
願
寺
流
安
祥
寺
を
開
基
す
」
と
あ

っ
て
開
基
が
何
時
で
あ
る
か
は
検
討
を
要

す
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
越
前
出
目
家

と
は
深
い
関
係
の
有
す
る
寺
で
あ
る
。

満
光
の
書
状
に
は
居
所
と
し
て
「
御
出

府
中
御
宿
申
候
浅
草
居
宅
も
十
ヵ
年
已
前

殊
之
外
近
火
ニ
而
類
焼
仕
」、「
江
戸
深
川

小
名
木
通
上
大
嶋
村
と
申
處
ニ
罷
居
候
」

と
あ
る
。

世
襲
面
打
家
の
居
所
（
そ
の
二
）

保
田
　
紹
雲

出
目
元
休
家

元
休
家
は
出
目
本
家
を
標
榜
し
て
い
る

が
幕
府
か
ら
拝
領
屋
敷
、
御
扶
持
は
与
え

ら
れ
て
い
な
い
。

元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
か
ら
『
江
戸

幕
府
役
職
武
鑑
編
年
集
成
』（
以
下
、『
武

鑑
』
と
呼
ぶ
）
に
は
御
用
聞
町
人
の
項
に

御
面
打
師
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
ま
で
の
間

は
大
野
出
目
家
と
元
利
家
が
掲
載
さ
れ
て

い
て
、
元
休
家
の
掲
載
が
始
ま
る
の
は
宝

暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
ま
で
待
た
ね
ば
な

ら
な
い
。

元
利
家
が
「
出
目
の
本
家
争
い
」（
注
１
）

の
幕
府
の
裁
定
で
、出
目
の
本
家
と
さ
れ
、

元
休
家
は
末
家
と
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ

ろ
う
。

元
休
家
が
こ
れ
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
元
利
家
が
三
代
右
満
で
消

滅
し
、
元
休
家
が
再
び
幕
府
御
用
を
勤
め

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
か

ら
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
の
間
は
大
野

出
目
家
の
み
の
記
載
で
元
休
家
の
記
載
が

途
切
れ
て
い
る
。

こ
の
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
天
明
八

年
（
一
七
八
八
）
か
ら
は
再
び
掲
載
さ
れ

て
幕
末
ま
で
続
い
て
い
る
。
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火
事
で
焼
け
た
浅
草
居
宅
に
は
越
前
か

ら
安
證
寺
の
住
職
が
出
府
し
た
際
に
宿
泊

し
て
い
る
が
、
詳
細
な
場
所
は
こ
の
記
述

か
ら
は
不
明
で
あ
る
。

江
戸
深
川
小
名
木
通
上
大
嶋
村
は
『
切

絵
図
』
で
見
る
と
小
名
木
川
と
横
十
間
川

の
交
わ
っ
た
北
側
で
現
在
の
猿
江
恩
賜
公

園
の
南
あ
た
り
で
あ
る
。

こ
の
手
紙
に
は
出
さ
れ
た
日
付
が
「
七

月
十
八
日
」
と
あ
る
が
差
出
年
は
記
さ
れ

て
い
な
い
。

満
光
書
簡
の
記
述
内
容
と
元
休
家
の
墓

所
の
正
源
寺
（
東
京
都
港
区
高
輪
二
丁
目

一
―
四
五
）
の
過
去
帳
か
ら
書
簡
の
時
期

を
推
定
す
る
と
、
天
保
年
間
末
か
ら
弘
化

年
間
の
頃
と
思
わ
れ
る
。

正
源
寺
過
去
帳
の
居
所

正
源
寺
の
過
去
帳
に
は
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
。

享
保
四
己
亥
年
（
一
七
一
九
）
三
月
二

十
五
日

釈
玄
休
　
出
目
元
休
（
満
茂
）

北
八
丁
堀

天
保
十
二
辛
丑
年
（
一
八
四
一
）
六
月

十
三
日
　
釈
妙
敬
　
出
目
仲（
満
光
）

娘
□
□
ん
　
四
才
　
本
所

天
保
十
三
壬
寅
年
（
一
八
四
二
）
四
月

二
十
二
日
　
釈
妙
曜
　
出
目
元
休

（
満
光
）
妻
　
　
　
　
　
　

本
所

安
政
元
甲
寅
年
（
一
八
五
四
）
七
月
二

十
二
日
　
釈
元
休
　
出
目
元
休
（
満

光
）

本
所

『
能
樂
盛
衰
記
』
の
居
所

正
源
寺
過
去
帳
に
あ
る
本
所
の
詳
細
な

場
所
は
判
ら
な
い
が
『
能
樂
盛
衰
記
・
江

戸
の
能
』（
注
４
）
に
は
「
満
永
か
ら
江
戸

本
所
五
ッ
目
に
住
ん
だ
の
で
、
其
の
族
を

五
ッ
目
出
目
と
も
呼
ん
だ
。」
と
あ
る
。

『
切
絵
図
』
の
本
所
絵
図
で
は
五
ッ
目

通
は
亀
戸
天
神
の
東
側
で
あ
り
、
元
休
家

の
住
ん
だ
本
所
五
ッ
目
は
総
武
線
亀
戸
駅

の
西
あ
た
り
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
所
五
ッ
目
と
正
源
寺
過
去
帳
に
あ
る

本
所
が
同
一
場
所
で
あ
る
可
能
性
も
あ
ろ

う
。

観
世
清
之
談
の
居
所

幕
末
の
観
世
清
之（
観
世
喜
之
家
初
代
）

談
・
山
本
松
之
助
聞
書
『
能
樂
叢
話
』
の

「
面
打
実
見
の
事
」（
注
５
）
に
よ
れ
ば
、

「
御
沙
汰
に
よ
っ
て
邯
鄲
男
の
古
作
を
去

年
没
し
た
元
休
の
前
の
元
休
が
写
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
」「
元
休
は
木
挽
町
に
邸

が
あ
っ
た
」「
観
世
の
邸
は
元
京
橋
弓
町

の
俗
に
観
世
新
道
に
在
つ
た
」「
面
の
古

作
写
し
は
細
工
中
太
夫
の
邸
へ
面
打
が
毎

日
通
っ
て
来
て
細
工
を
す
る
の
で
座
敷
の

内
を
清
め
屏
風
を
立
廻
し
香
を
燻
き
清
め

た
」
と
あ
る
。

「
去
年
没
し
た
元
休
」
は
こ
の
著
述
の

時
期
や
清
之
の
没
年
か
ら
明
治
四
十
二
年

頃
と
推
定
出
来
る
の
で
、「
そ
の
前
の
元
休
」

は
明
治
二
十
年
没
の
源
助
満
守
で
あ
る
。

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a



（
注
９
）
で
の
幕
府
の
裁
定
で
、
出
目
の
本

家
と
さ
れ
、
元
休
家
は
末
家
と
さ
れ
て
い

た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
元
利
家
が
三
代
右

満
で
消
滅
し
た
た
め
か
、
宝
暦
十
年
以
降

は
元
休
家
に
な
っ
て
い
る
。

『
武
鑑
』
記
載
の
元
利
家
の
居
所
は

元
禄
九
年
（
一
六
八
六
）
〜
宝
永
四
年

（
一
七
〇
七
）

霊
岸
島
長
崎
町

宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
〜
宝
暦
九
年

（
一
七
五
九
）

本
町
三
丁
目

霊
岸
島
長
崎
町
は
東
京
都
中
央
区
新
川

１
丁
目
あ
た
り
で
あ
る
。

本
町
三
丁
目
の
場
所
は
日
本
橋
の
北
、

江
戸
通
り
交
差
点
付
近
で
新
日
本
橋
駅
の

東
あ
た
り
あ
ろ
う
か
。

『
武
鑑
』
に
記
さ
れ
た
元
休
家
の
場
所

よ
り
元
利
家
の
方
が
銀
座
か
ら
の
距
離
は

少
し
遠
い
。

栄
満
は
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
歿
。

寿
満
の
作
が
栄
満
よ
り
格
段
に
劣
る
理
由

の
一
つ
に
手
本
面
や
当
型
な
ど
の
能
面
制

作
資
料
を
失
っ
て
い
る
こ
と
が
想
像
さ

れ
、『
武
鑑
』
で
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）

か
ら
居
所
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え

併
せ
る
と
、
火
災
に
よ
っ
て
栄
満
が
残
し

た
制
作
資
料
が
失
わ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、
元
利
家
二
代
壽
満
、
三
代
右
満

の
生
没
年
は
古
能
『
仮
面
譜
』
そ
の
他
に

も
不
詳
と
さ
れ
て
い
る
が
、
右
満
の
書
い

た
白
色
翁
・
日
光
作
の
鑑
定
書
（
注
10
）
に

こ
れ
と
同
じ
内
容
の
聞
書
は
観
世
清
之

氏
談
「
能
の
面
」（
注
６
）
に
も
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

木
挽
町
は
三
十
間
堀
川
を
挟
ん
で
観
世

屋
敷
や
金
春
屋
敷
の
あ
っ
た
銀
座
の
向
か

い
側
の
堀
に
沿
っ
た
町
家
で
あ
り
、現
在
、

三
十
間
堀
川
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
昭
和
通

り
と
な
っ
て
い
る
の
で
昭
和
通
り
に
そ
っ

た
南
東
側
で
あ
る
。

こ
の
観
世
喜
之
聞
書
を
正
し
い
と
す
れ

ば
、
毎
日
観
世
屋
敷
へ
通
う
に
は
木
挽
町

に
住
ん
で
い
る
方
が
便
利
で
あ
る
。

『
江
戸
鹿
子
』
の
居
所

『
い
わ
き
資
料
集
成
』
第
四
冊
（
注
７
）

に
あ
る
貞
享
４
年
刊
の
『
江
戸
鹿
子
』
巻

六
（
注
８
）
に
「
面
打
／
尾
張
町
弐
丁
目

出
目
洞
伯
／
同
所
　
出
目
杢
之
助
／
日
比

谷
一
丁
目
　
出
目
源
助
」
と
あ
る
。

出
目
源
助
は
出
目
満
茂
で
あ
る
。

尾
張
町
弐
丁
目
は
銀
座
中
心
部
、
日
比

谷
一
丁
目
は
確
認
出
来
な
い
が
、
日
比
谷

御
門
の
近
く
と
思
わ
れ
、
銀
座
の
至
近
で

あ
ろ
う
。

元
利
家

『
武
鑑
』
の
御
用
聞
町
人
の
項
に
御
面

打
師
と
し
て
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
か

ら
宝
暦
九
年
ま
で
の
間
は
大
野
出
目
家
と

元
利
家
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
元
利
家
が「
出
目
の
本
家
争
い
」

は
寛
保
二
壬
戌
（
一
七
四
二
）
暮
春
己
巳

日
の
日
付
が
あ
り
、
こ
の
時
点
で
壽
満
は

す
で
に
没
し
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
右

満
は
『
武
鑑
』
記
載
が
な
く
な
っ
た
宝
暦

十
年
（
一
七
六
〇
）
に
は
没
し
て
い
た
と

推
定
す
る
。

ま
と
め

以
上
、
各
種
資
料
か
ら
拾
っ
て
居
所
を

列
挙
し
た
が
、
大
別
し
て
銀
座
周
辺
の
場

所
と
銀
座
か
ら
直
線
距
離
で
五
ｋ
ｍ
以
上

離
れ
て
い
て
当
時
は
江
戸
の
市
街
の
は
ず

れ
の
場
所
と
に
二
分
さ
れ
る
。
銀
座
周
辺

は
懇
客
に
と
っ
て
能
面
の
購
入
や
修
理
の

注
文
に
都
合
が
良
い
場
所
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
は
ず
れ
の
場
所
は
家
族
の
住
居

の
み
で
あ
っ
た
か
？
細
工
を
行
う
工
房
は

ど
ち
ら
に
在
っ
た
か
？
疑
問
が
残
る
。

面
打
家
が
代
を
重
ね
る
に
従
い
作
品
の

質
の
低
下
す
る
原
因
の
一
つ
に
、
火
事
に

よ
る
転
居
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
火
事

の
際
に
能
面
制
作
に
必
要
な
資
料
が
守
れ

な
か
っ
た
為
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
か
。

江
戸
時
代
の
面
打
家
の
居
所
は
彼
ら
の

生
活
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
考

え
る
一
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
こ
に
記
し
た
面
打
の
居
所
以

外
に
も
ま
だ
多
く
の
資
料
が
眠
っ
て
い
る

こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
ご
存
じ
あ
れ
ば
ご

教
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
注
１
）「
出
目
の
本
家
争
い
」（
拙
稿
「
出
目
満

直
及
び
元
利
家
伝
書
に
つ
い
て
」『
名
古
屋
芸

能
文
化
』
第
十
八
号
・
平
成
二
十
年
十
二
月

二
十
一
日
刊
）

（
注
２
）
満
光
の
書
状
（
飯
塚
恵
理
人
著
「
越
前

出
目
家
墓
参
記
」（
椙
山
女
学
園
大
学
『
文
化

情
報
学
部
紀
要
』
第
九
巻
第
一
号
二
〇
〇
九

年
度
刊
）

（
注
３
）
満
守
著
『
仮
面
譜
』（
国
立
国
会
図
書
館

蔵
『
仮
面
譜
と
奈
良
人
形
』
所
蔵
番
号
八
四

一
―
一
四
六
の
内

（
注
４
）『
能
樂
盛
衰
記
・
江
戸
の
能
』（
池
内
信

嘉
著
『
能
樂
盛
衰
記
・
江
戸
の
能
』
大
正
十

四
年
十
一
月
十
五
日
能
樂
会
発
行
三
一
五
頁
）

（
注
５
）
観
世
清
之
（
観
世
喜
之
家
初
代
）
談
・

山
本
松
之
助
聞
書
『
能
樂
叢
話
』
の
「
面
打

実
見
の
事
」（
山
本
松
之
助
著
『
謡
曲
座
右
抄
』

の
内
）（
明
治
四
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日
江

島
伊
兵
衛
発
行
）

（
注
６
）
観
世
清
之
氏
談
「
能
の
面
」（『
能
楽
』

第
三
巻
十
一
号
　
明
治
三
十
六
年
十
一
月
十

日
発
行
）

（
注
７
）『
い
わ
き
資
料
集
成
』
第
四
冊
（
平
成
二

年
一
月
二
六
日
い
わ
き
史
料
集
成
刊
行
会
三

二
九
頁
）

（
注
８
）『
江
戸
鹿
子
』
巻
六
（
貞
享
四
年
　
藤
田

利
兵
衛
著
　
東
京
・
静
嘉
堂
刊
）

（
注
９
）
拙
稿
「
出
目
満
直
及
び
元
利
家
伝
書
に

つ
い
て
」『
名
古
屋
芸
能
文
化
』
第
一
八
号
平

成
二
十
年
十
二
月
二
一
日
刊

（
注
10
）『
能
面
』
中
西
通
著
一
九
八
五
年
四
月
一

日
玉
川
大
学
出
版
部
刊
三
一
頁
写
真
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こ
の
時
の
清
経
の
心
境
は
、
妻
の
夢
枕

に
現
れ
た
時
の
独
白
（
サ
シ
謡
）「
聖
人
に

夢
な
し
　
誰
あ
っ
て
現
と
見
る
」
に
示
さ

れ
て
い
る
。
雑
念
に
惑
わ
さ
れ
な
い
聖
人

は
心
に
迷
い
が
無
い
か
ら
夢
を
見
な
い
、

と
い
う
聖
人
の
心
持
ち
で
現
れ
た
清
経
は
、

こ
の
世
を
う
つ
つ
と
み
る
の
は
誰
か
と
問

い
か
け
る
。
さ
ら
に
「
げ
に
や
　
憂
し
と

見
し
世
も
幻
　
辛
し
と
思
う
身
も
夢
　
い

ず
れ
跡
あ
る
雲
水
の
　
行
く
も
帰
る
も
閻

浮
の
古
郷
に
　
た
ど
る
心
の
は
か
な
さ
よ
」

と
独
白
は
続
く
。
世
の
中
の
憂
き
こ
と
は

幻
で
あ
り
そ
れ
を
辛
い
と
思
う
自
分
も
夢

の
よ
う
な
存
在
で
し
か
な
い
。
こ
の
世
の

す
べ
て
は
形
を
持
た
な
い
は
か
な
い
現
象

に
過
ぎ
な
い
の
に
、
人
は
み
な
現
（
う
つ

つ
）
を
確
か
な
も
の
だ
と
勘
違
い
し
て
生

き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
清
経
は
人
生
を

達
観
し
煩
悩
を
離
れ
た
境
地
に
あ
っ
た
が
、

愛
し
い
妻
が
気
が
か
り
で
安
楽
な
世
界
に

留
ま
っ
て
い
ら
れ
ず
、
閻
浮
（
現
世
）
に

引
き
寄
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

「
清
経
」
の
場
合
、
清
経
（
シ
テ
）
に

対
し
て
実
質
的
な
脇
役
は
妻
（
ツ
レ
）
で

あ
る
。
妻
は
心
情
的
に
は
清
経
と
対
立
す

る
が
、
上
演
中
は
脇
座
に
座
っ
て
動
か
な

い
。
な
ぜ
武
将
で
あ
る
清
経
が
自
ら
命
を

絶
っ
た
の
か
。
こ
れ
を
理
解
で
き
な
い
妻

は
、
同
様
の
疑
問
を
持
つ
観
客
の
代
表
と

も
い
え
る
。
ま
た
妻
は
、
夫
の
死
を
恨
み

我
が
身
を
悲
観
し
て
心
が
乱
れ
た
状
況
に

あ
る
。
こ
の
妻
の
言
動
に
反
応
し
て
清
経

が
何
ら
か
の
行
動
を
と
っ
て
い
く
こ
と
で

劇
は
進
展
し
て
い
く
。

作
品
は
〈
起
承
転
結
〉
の
構
成
に
調
え

能
「
清
経
」
の
修
羅

三
苫
　
佳
子

能
「
清
経
」
は
、
平
家
が
都
落
ち
し
て

わ
ず
か
二
ヶ
月
余
り
で
入
水
し
て
果
て
た

と
伝
わ
る
平
清
経
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。

作
者
の
世
阿
弥
は
源
平
の
武
将
達
を
「
軍

体
の
能
姿
」
と
呼
ぶ
が
、
彼
ら
の
登
場
す

る
能
は
今
日
で
は
修
羅
能
と
分
類
さ
れ
る
。

戦
闘
に
関
わ
っ
た
者
は
死
後
に
成
仏
で
き

ず
闘
争
の
絶
え
な
い
地
獄
、
修
羅
道
に
落

ち
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

し
か
し
、
清
経
の
場
合
は
す
で
に
成
仏

し
た
人
物
と
し
て
登
場
す
る
。
こ
の
こ
と

は
能
の
結
末
の
言
葉
「
ま
こ
と
は
最
後
の

十
念
乱
れ
ぬ
み
法
の
舟
に
　
頼
み
し
ま
ま

に
疑
い
も
な
く
　
げ
に
も
心
は
清
経
が

仏
果
を
得
し
こ
そ
あ
り
が
た
け
れ
」
で
明

ら
か
に
な
る
。
実
は
死
の
直
前
に
念
仏
を

唱
え
た
お
か
げ
で
心
が
清
ら
か
に
澄
ん
で

成
仏
で
き
た
と
清
経
が
感
謝
し
て
終
わ
る
。

で
は
、
成
仏
を
願
う
必
要
の
な
い
清
経
は

何
の
た
め
に
舞
台
に
登
場
し
た
の
か
。

『
源
平
盛
衰
記
』
に
は
、
清
経
か
ら
生

前
に
贈
ら
れ
た
形
見
を
妻
が
送
り
返
す
と

い
う
逸
話
が
載
る
が
、
能
は
清
経
の
死
の

後
日
談
と
な
っ
て
い
る
。
清
経
の
妻
は
、

戦
う
前
に
自
ら
命
を
絶
っ
た
夫
の
ふ
が
い

な
さ
を
恨
む
と
同
時
に
、
悲
し
い
現
実
を

直
視
で
き
ず
に
夫
の
遺
髪
を
送
り
返
す
と

い
う
歌
を
詠
む
。
世
阿
弥
は
こ
う
し
た
状

況
を
脚
色
し
て
、
成
仏
し
た
清
経
が
現
世

に
戻
る
動
機
づ
け
と
し
た
。

ら
れ
て
い
る
。
家
来
の
粟
津
の
三
郎
（
ワ

キ
）
か
ら
清
経
の
死
が
伝
え
ら
れ
、
嘆
き

悲
し
む
妻
の
心
を
謡
う
地
謡
の
〈
上
歌

（
初
同
）〉
ま
で
が
導
入
の
場
面
〈
起
〉。

〈
承
〉
は
清
経
の
形
見
を
妻
が
送
り
返

す
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
清
経
の
登
場
の

場
面
に
繋
が
る
。
自
分
を
残
し
て
死
ん
で

し
ま
っ
た
夫
を
恨
む
妻
と
、
心
を
込
め
て

贈
っ
た
形
見
を
返
し
た
妻
を
恨
む
清
経
が

互
い
に
非
難
し
合
う
会
話
の
場
面
。
続
く

地
謡
の
〈
上
歌
〉
で
、
相
手
を
思
っ
て
い

る
の
に
心
が
す
れ
違
っ
て
し
ま
う
夫
婦
の

葛
藤
を
謡
っ
て
場
面
は
一
段
落
す
る
。

次
に
、
清
経
が
妻
の
恨
み
を
晴
ら
そ
う

と
し
て
源
平
の
合
戦
を
語
る
と
こ
ろ
か
ら

〈
転
〉
の
場
面
と
な
る
。
途
中
か
ら
〈
ク

セ
〉
と
呼
ば
れ
る
謡
に
変
わ
っ
て
所
作
を

交
え
た
舞
の
場
面
と
な
り
、
清
経
が
平
家

の
前
途
を
見
極
め
入
水
を
決
意
し
て
海
の

水
屑
と
な
る
ま
で
の
い
き
さ
つ
が
、
清
経

自
身
の
演
技
に
よ
っ
て
再
現
さ
れ
る
。
清

経
の
心
の
動
き
に
焦
点
を
当
て
て
彼
の
死

に
様
す
な
わ
ち
生
き
様
が
描
か
れ
て
お

り
、
作
品
の
中
で
最
も
観
客
に
感
銘
を
与

え
る
場
面
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
最
後
の
〈
結
〉
で
は
、
清
経
が

修
羅
道
の
話
を
妻
に
聞
か
せ
る
こ
と
に
な

る
。
演
出
上
は
他
の
修
羅
能
と
同
じ
よ
う

に
地
謡
の
力
強
い
謡
に
合
わ
せ
て
所
作
を

伴
っ
た
俊
敏
な
演
技
が
披
露
さ
れ
て
、
能

は
締
め
括
ら
れ
る
。
し
か
し
作
品
の
主
題

が
明
確
に
さ
れ
る
べ
き
結
末
の
場
面
で
、

成
仏
し
た
は
ず
の
清
経
が
な
ぜ
修
羅
道
の

世
界
を
現
す
の
だ
ろ
う
か
。

清
経
は
そ
の
理
由
を
、
い
つ
ま
で
も
自

分
の
哀
れ
な
境
遇
を
恨
み
嘆
き
悲
し
ん
で

い
る
妻
に
向
け
て
「
い
ふ
な
ら
く
　
奈
落

も
お
な
じ
泡
沫
（
う
た
か
た
）
の
　
哀
れ

は
誰
も
変
わ
ら
ざ
り
け
り
」
と
言
う
。
一

旦
は
修
羅
道
に
落
ち
た
清
経
が
そ
こ
で
見

た
も
の
は
、
こ
の
世
（
泡
沫
）
と
同
じ
有

様
だ
っ
た
。
修
羅
道
（
奈
落
）
で
は
「
立

つ
木
は
敵
　
雨
は
矢
さ
き
　
月
は
清
剣

山
は
鉄
城
」
と
あ
ら
ゆ
る
存
在
が
敵
意
に

満
ち
て
い
た
。「
驕
慢
の
剣
を
そ
ろ
え
て

邪
見
の
眼
の
光
」
と
は
、
傲
慢
な
心
が
剣

と
な
り
、
眼
に
邪
な
悪
意
を
光
ら
せ
て
傷

つ
け
合
う
こ
と
。「
愛
欲
　
貪
恚
痴
」
と

は
愛
欲
、
貪
欲
、
恨
み
、
愚
痴
、
さ
ら
に

「
無
明
も
法
性
も
　
乱
る
る
敵
」
と
、
迷

い
と
悟
り
も
絡
ま
り
合
っ
て
、
我
欲
に
ま

み
れ
自
分
だ
け
が
勝
ち
残
る
た
め
に
闘
い

を
続
け
る
亡
者
達
。
こ
こ
に
映
し
出
さ
れ

て
い
る
の
は
正
に
こ
の
世
の
修
羅
の
巷
で

あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
人
間
は
誰
も
が
哀
れ

な
の
だ
と
清
経
は
妻
を
諭
し
た
の
だ
。

平
家
一
門
に
生
ま
れ
た
清
経
は
、
こ
の

世
の
勝
利
か
ら
見
放
さ
れ
死
を
逃
れ
る
す

べ
の
な
い
絶
望
的
な
状
況
に
直
面
し
、
現

世
の
価
値
観
で
は
現
実
逃
避
と
も
い
え
る

自
殺
に
よ
っ
て
死
ん
だ
。
し
か
し
死
の
時

に
、
こ
の
世
の
す
べ
て
が
無
常
、
す
な
わ

ち
常
無
き
状
態
で
変
化
し
続
け
て
い
る
現

象
で
あ
る
こ
と
を
悟
り
、
同
時
に
仏
道
の

示
す
常
住
の
世
界
を
希
求
し
た
。
世
阿
弥

は
清
経
を
こ
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
描
き

出
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
実
に

逆
説
的
な
方
法
で
、
す
な
わ
ち
死
者
の
側

か
ら
こ
の
世
で
迷
い
苦
し
む
生
者
に
対
し

て
、
現
実
世
界
が
そ
も
そ
も
夢
や
幻
の
よ
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員
会
　
昭
和
三
一
年
四
月
発
行
　
一
四
六

頁
）
に
よ
れ
ば
三
代
目
の
西
村
庄
兵
衛

（
尾
張
藩
御
役
者
　
ワ
キ
方
）
で
、
寛
政

七
（
一
七
九
五
）
年
二
月
六
日
、
七
三
歳

で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
墓
所
は
同
書
に

「
西
区
橋
詰
町
円
頓
寺
（
日
蓮
宗
）」、
戒
名

は
「
敬
元
院
宗
信
日
行
」
と
あ
る
。
さ
ら

に
敬
元
の
事
績
と
し
て
「
明
和
八
年
後
桜

町
天
皇
即
位
の
能
に
召
さ
れ
て
、開
口
、張

良
を
演
じ
た
（
中
略
）
又
家
伝
の
法
を
纏

め
て
一
部
の
定
本
を
つ
く
つ
た
」と
載
り
、

本
書
も
敬
元
の
家
伝
の
纏
め
に
連
な
る
書

と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
本
に
は
表

紙
に
『
廻
賦
』
と
あ
る
の
み
で
書
名
が
な

い
の
で
仮
に
『
高
安
流
狂
言
応
答
』
と
つ

け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
目
次
に
従
っ
て

曲
名
を
挙
げ
る
。（
本
文
で
は
《
錦
木
》
と

《
葛
城
》
の
順
が
逆
と
な
っ
て
い
る
。）

（
一
）
《
高
砂
》
（
二
）
《
弓
八
幡
》

（
三
）
《
老
松
》
（
四
）
《
竹
生
嶋
》

（
五
）
《
氷
室
》
（
六
）
《
田
村
》

（
七
）
《
八
嶋
》
（
八
）
《
忠
度
》

（
九
）
《
兼
平
》
（
十
）
《
実
盛
》

（
十
一
）
《
東
北
》
（
十
二
）
《
芭

蕉
》
（
十
三
）
《
野
々
宮
》
（
十
四
）

《
松
風
》
（
十
五
）
《
楊
貴
妃
》
（
十

六
）
《
百
萬
》
（
十
七
）
《
三
井
寺
》

（
十
八
）
《
冨
士
太
鼓
》
（
十
九
）

《
花
月
》
（
二
十
）
《
東
岸
居
士
》

（
二
十
一
）
《
黒
塚
》
（
二
十
二
）

《
葵
上
》
（
二
十
三
）
《
舟
弁
慶
》

（
二
十
四
）
《
融
》
（
二
十
五
）
《
泉

郎
》
（
飯
塚
注：

《
泉
郎
》
は
《
海

士
》
の
異
表
記
）
（
二
十
六
）
《
加

う
に
儚
く
不
確
な
も
の
だ
と
い
う
事
実
を

伝
え
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。

（「
清
経
」
の
本
文
は
金
春
流
謡
本
を
参

考
に
し
て
一
部
を
改
め
て
引
用
し
た
。）

（
資
料
紹
介
）

佐
藤
友
彦
師
所
蔵

『
高
安
流
狂
言
応
答
』

飯
塚
恵
理
人

和
泉
流
狂
言
方
佐
藤
友
彦
師
は
、
尾
張

藩
御
役
者
ワ
キ
方
西
村
敬
元
が
明
和
元

（
一
七
六
四
）
年
に
「
邦
高
雅
士
」
に
与

え
た
、
ワ
キ
方
が
間
狂
言
と
応
答
す
る
際

の
詞
章
に
関
す
る
伝
書
を
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
奥
書
を
挙
げ
る
と
、「
右
高
安
流
廻

賦
□
□
　
御
懇
望
御
調
進
句
講
　
傳
写
之

相
違
相
見
不
申
候
弥
御
秘
蔵
被
可
為
候

明
和
元
（
一
七
六
四
）
甲
申
冬
　
敬
元
在

判
　
邦
高
雅
士
」
と
な
る
。
擦
れ
に
よ
り

判
読
不
可
能
な
箇
所
が
あ
る
も
の
の
、
邦

高
雅
士
な
る
人
物
が
高
安
流
の
廻
賦
を
借

り
て
写
し
、
敬
元
が
高
安
流
の
本
文
と
相

違
が
な
い
と
奥
書
に
記
し
た
も
の
が
元
と

な
る
本
で
あ
る
。（
こ
の
本
は
お
そ
ら
く

敬
元
所
蔵
の
元
本
を
写
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。）
敬
元
の
花
押
が
な
く
「
在
判
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
本
の
奥
書
は
元
の

本
に
あ
っ
た
も
の
を
筆
写
し
た
も
の
で
あ

る
。
西
村
敬
元
は
、『
名
古
屋
市
平
和
公

園
墓
地
名
家
録
』（
山
田
秋
衛
　
市
橋
鐸

編
集
　
名
古
屋
市
戦
災
復
興
墓
地
整
理
委

茂
》
（
二
十
七
）
《
難
波
》
（
二
十
八
）

《
放
生
川
》
（
二
十
九
）
《
嵐
山
》

（
三
十
）
《
養
老
》
（
三
十
一
）

《
箙
》
（
三
十
二
）
《
頼
政
》
（
三
十

三
）
《
通
盛
》
（
三
十
四
）
《
朝
長
》

（
三
十
五
）
《
敦
盛
》
（
三
十
六
）

《
井
筒
》
（
三
十
七
）
《
江
口
》
（
三

十
八
）
《
采
女
》
（
三
十
九
）
《
夕

顔
》
（
四
十
）
《
半
蔀
》
（
四
十
一
）

《
芦
刈
》
（
四
十
二
）
《
藤
戸
》
（
四

十
三
）
《
籠
太
鼓
》
（
四
十
四
）
《
烏

頭
》
（
四
十
五
）
《
阿
漕
》
（
四
十
六
）

《
鵺
》
（
四
十
七
）
《
鍾
馗
》
（
四
十

八
）
《
鵜
飼
》
（
四
十
九
）
《
舎
利
》

（
五
十
）
《
項
羽
》
（
五
十
一
）
《
熊

坂
》
（
五
十
二
）
《
三
輪
》
（
五
十
三
）

《
龍
田
》
（
五
十
四
）
《
誓
願
寺
》

（
五
十
五
）
《
遊
行
柳
》
（
五
十
六
）

《
放
下
僧
》
（
五
十
七
）
《
松
虫
》

（
五
十
八
）
《
天
鼓
》
（
五
十
九
）

《
梅
枝
》
（
六
十
）
《
野
守
》
（
六
十

一
）
《
殺
生
石
》
（
六
十
二
）
《
呉

服
》
（
六
十
三
）
《
志
賀
》
（
六
十
四
）

《
右
近
》
（
六
十
五
）
《
巴
》
（
六
十

六
）
《
碇
潜
》
（
六
十
七
）
《
知
章
》

（
六
十
八
）
《
仏
原
》
（
六
十
九
）

《
西
行
桜
》
（
七
十
）
《
小
塩
》
（
七

十
一
）
《
雲
林
院
》
（
七
十
二
）
《
六

浦
》
（
七
十
三
）
《
浮
舟
》
（
七
十
四
）

《
玉
葛
》
（
七
十
五
）
《
錦
木
》
（
七

十
六
）
《
葛
城
》
（
七
十
七
）
《
女
郎

花
》
（
七
十
八
）
《
安
宅
》
（
七
十
九
）

《
山
姥
》
（
八
十
）
《
舟
橋
》
（
八
十

一
）
《
当
麻
》
（
八
十
二
）
《
唐
船
》

（
八
十
三
）
《
小
蝶
》
（
八
十
四
）

《
藤
》
（
八
十
五
）
《
現
在
七
面
》

（
八
十
六
）
《
大
瓶
猩
々
》

ワ
キ
方
と
間
狂
言
と
の
応
答
の
詞
章
を

記
し
た
伝
書
は
、
基
本
的
に
能
の
ワ
キ
を

勤
め
る
人
が
手
控
え
と
し
て
持
っ
て
い
れ

ば
よ
い
も
の
で
、
ワ
キ
ツ
レ
や
謡
の
み
を

習
っ
て
い
る
人
に
は
不
要
で
あ
る
。
こ
の

た
め
残
存
数
が
少
な
く
、
高
安
流
西
村
家

の
も
の
は
こ
れ
ま
で
学
会
に
報
告
さ
れ
て

い
な
い
。
内
容
的
に
は
明
和
年
間
に
遡
る

可
能
性
も
強
く
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
報
告
さ
せ
て
頂

い
た
。
ま
た
、
御
許
可
頂
け
れ
ば
紀
要
等

に
翻
刻
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

補
記
　
貴
重
な
『
高
安
流
狂
言
応
答
』

の
閲
覧
・
調
査
を
許
可
い
た
だ
き
ま
し
た

和
泉
流
狂
言
方
佐
藤
友
彦
師
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
稿
は
平
成
二
十
二

年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（C

）「
東

海
地
域
に
お
け
る
地
域
密
着
型
の
能
楽
興

行
に
関
す
る
研
究
」（
研
究
代
表
者
　
米

田
真
理
　
研
究
課
題
番
号：

22520206

）

に
よ
る
成
果
の
一
部
と
な
り
ま
す
。

（
資
料
紹
介
）

筧
鉱
一
文
庫
蔵

『
岡
村
保
道
能
楽
資
料
』

田

未
知

岡
本
保
道
は
、
三
重
県
の
田
丸
町
（
現

在
の
玉
城
町
）
に
活
動
基
盤
を
置
き
、
大
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ど
の
よ
う
な
手
段
が
取
ら
れ
た
の
か
を
知

る
好
資
料
で
あ
る
。

「
№
４
記
録
　
後
藤
先
生
稽
古
会
（
仮

称
）
三
重
霞
会
」
は
Ａ
５
判
ノ
ー
ト
に
、

喜
多
流
シ
テ
方
の
後
藤
得
三
に
よ
る
稽
古

の
内
容
や
収
支
報
告
が
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
後
藤
得
三
は
十
四
世
喜
多
六
平
太
の

高
弟
で
、
保
道
の
師
匠
で
も
あ
る
。
後
藤

が
二
ヶ
月
に
一
回
の
割
合
で
三
重
を
訪

れ
、
二
日
に
わ
た
り
稽
古
を
つ
け
て
い
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
保
道
が
主

宰
し
た
会
の
番
組
に
は
、後
藤
を
は
じ
め
、

謡
の
名
手
と
し
て
名
高
い
福
岡
周
斎
の
名

が
見
ら
れ
る
。
十
四
世
喜
多
六
平
太
は
、

喜
多
流
の
再
興
と
喜
多
舞
台
再
建
の
た

め
、
支
部
組
織
の
確
立
を
図
っ
た
と
言
わ

れ
る
。
宗
家
に
つ
な
が
る
支
部
組
織
の
活

動
を
裏
付
け
る
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
で

あ
る
。

「
筧
鉱
一
文
庫
蔵
『
岡
村
保
道
能
楽
資

料
』」
は
、
戦
後
の
喜
多
流
の
流
れ
を
歴

史
的
に
知
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

こ
の
資
料
を
精
査
し
、
戦
後
の
喜
多
流
史

を
読
み
解
い
て
い
き
た
い
。

（
注
）
喜
多
舞
台
は
、
明
治
二
十
六
年
に

東
京
飯
田
町
（
現
在
の
飯
田
橋
）
に

創
立
さ
れ
た
が
、
大
正
十
二
年
の
関

東
大
震
災
で
焼
失
し
た
。
昭
和
二
年

に
東
京
四
谷
に
再
建
さ
れ
た
が
、
昭

和
二
十
年
の
戦
災
で
再
び
焼
失
し

た
。
こ
の
勧
進
は
、
昭
和
三
十
年
に

東
京
目
黒
で
再
建
さ
れ
た
喜
多
能
楽

堂
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
喜
多
流

シ
テ
方
の
能
楽
師
で
あ
る
。
保
道
が
遺
し

た
一
群
の
能
楽
資
料
が
あ
る
。
現
在
こ
れ

ら
の
資
料
は
、
大
倉
流
大
鼓
方
の
筧
鉱
一

氏
が
蔵
し
て
い
る
。
今
回
は
こ
の
資
料
か

ら
、特
徴
的
な
も
の
を
三
点
紹
介
し
た
い
。

こ
の
資
料
紹
介
を
機
会
と
し
て
、
こ
れ
ら

を
「
筧
鉱
一
文
庫
蔵
『
岡
村
保
道
能
楽
資

料
』」
と
命
名
し
た
い
。

「
喜
多
宗
家
來
信
書
綴
」
は
縦
が
二
三

二
ミ
リ
、
横
が
一
五
八
ミ
リ
の
縦
本
で
、

厚
紙
表
紙
の
簡
易
製
本
で
あ
る
。
厚
紙
表

紙
に
は
墨
書
で
「
喜
多
宗
家
來
信
書
綴

正
教
授
岡
村
保
道
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

昭
和
二
十
五
年
か
ら
昭
和
五
十
二
年
ま
で

喜
多
宗
家
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
通
知
文
、

そ
の
内
容
に
は
入
門
免
許
料
内
規
、
免
状

規
定
、
免
状
料
内
規
、
稽
古
順
、

林
吟

二
氏
破
門
通
知
ハ
ガ
キ
等
を
収
め
、
一
冊

に
ま
と
め
て
い
る
。
戦
後
の
喜
多
流
を
研

究
す
る
上
で
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
あ

る
。「

勧
進
帳
」
は
縦
が
二
三
八
ミ
リ
、
横

が
一
五
八
ミ
リ
、
厚
紙
表
紙
の
大
和
綴
じ

縦
本
で
あ
る
。
喜
多
流
能
楽
堂
再
建
趣
意

書
、
喜
多
能
楽
堂
再
建
設
計
圖
、
寄
付
申

込
書
、
賛
同
寄
付
申
込
者
二
十
七
名
、
う

ち
六
名
分
が
ミ
セ
ケ
チ
で
あ
る
が
、
住
所

氏
名
や
寄
付
金
額
等
を
一
冊
に
ま
と
め
て

い
る
。
昭
和
二
十
年
に
戦
災
で
焼
失
し
た

喜
多
舞
台
再
建
の
た
め
、
昭
和
二
十
五
年

に
「
喜
多
流
能
楽
堂
再
建
後
援
會
」
が
立

ち
上
げ
ら
れ
た
。喜
多
舞
台
再
建
の
た
め
、
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東
海
能
楽
研
究
会
年
報
　
第
十
五
号

二
〇
一
一
年
（
平
成
二
十
三
）
三
月
三
十
一
日
発
行

代
表
者
　
林
　
和
利

名
古
屋
女
子
大
学
文
学
部
　
林
研
究
室

〒
468
―

8507

名
古
屋
市
天
白
区
高
宮
町
一
三
〇
二

印
刷
者
　
共
生
印
刷
㈱

平
成
22
年
度
例
会
記
録

平
成
22
年
４
月
25
日
　
米
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

発
表
　
①「
和
谷
の
問
題
点
」

筧
　
　
鉱
一
氏

②「
明
治
維
新
以
降
の
伊
勢
・
鳥
羽
の
能
楽
―
一
色
町
を
中
心
に
―
」

飯
塚
恵
理
人
氏

③
座
談
会
「
東
海
地
方
の
能
楽
研
究
テ
ー
マ
」

平
成
22
年
６
月
６
日
　
米
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

発
表

「
白
山
山
麓
の
能
面
」

曽
我
　
孝
司
氏

平
成
22
年
８
月
15
日

第
一
部

「
装
束
虫
干
し
拝
観
」

豊
橋
市
　
安
海
熊
野
神
社

第
二
部

「
研
究
発
表
」

豊
橋
カ
リ
オ
ン
ビ
ル
四
階
中
会
議
室

①「
魚
町
の
能
面
」

保
田
　
紹
雲
氏

②「
魚
町
狂
言
伝
書
の
性
格
」

雲
形
本
研
究
会
（
林
和
利
氏
・
佐
藤
友
彦
氏
・
野
崎
典
子
氏
・
安
田
徳
子
氏
・

小
谷
成
子
氏
・
米
田
真
理
氏
・
田
崎
未
知
氏
）

平
成
22
年
11
月
14
日
　
米
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

発
表
　
①「
魚
町
の
能
面
」（
再
）
保
田
紹
雲
氏

②「
魚
町
狂
言
伝
書
の
性
格
」（
再
）

雲
形
本
研
究
会
（
林
和
利
氏
・
佐
藤
友
彦
氏
・
野
崎
典
子
氏
・
安
田
徳
子
氏
・

小
谷
成
子
氏
・
米
田
真
理
氏
・
田
崎
未
知
氏
）

平
成
23
年
２
月
６
日
　
米
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

発
表

「
観
世
大
夫
元
章
創
案
の
小
書
と
そ
の
変
遷
」

橋
場
　
夕
佳
氏

訃
　
報

小
島
廣
次
氏
　
平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
二
日
没
。
享
年
八
十
六
歳
。

墓
所
は
津
島
市
片
町
浄
光
寺
。


